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研 究 主 題

現代社会 の変化 を理解 し、主体的に生きる力を育成す る授業展開 の工 夫

主題設定の理由と研究の経過

冷戦構 造 の終焉 や経済 の グローバ ル化 などの進展 は、国際関係を よ り緊密化 させ 、国境 を越

えて相互 に理解 し合 うことを、ます ます重要 にさせて いる。また、地球的規模での情報通信 ネ ッ

トワー ク化 の進展 は、高度情報通信社会 の到来を現実の もの とす るとと もに、想像 をは るか に

超 えてわれわ れの社会生活 を大 きく変 えつつ ある。 こ うした、今後 と も一層 進展す ると予 測 さ

れ る国際化や情報化 などの社会 の変化 に対応 できる青少年 の育 成 は、 これか らの教育 の極 めて

重要 な課 題 と言 える。 そ こで本部会 では、急速 に変化す る現代 社会の特質 を理解 させ るとと も

に、情報 化社会 の進展 に伴 ってます ます求 め られ る 「自 らの課題 を見つ け、 自 ら考 え、 自 ら問

題 を解決 して い く資質」 また、国際化が進展す る中で より強 く求 め られ る 「世界か ら信頼 させ

る日本 人 と しての資質」 などの 「生 きる力」の育 成を 目指 して、三 っの視点 か ら研究主題 に取

り組 む ことに した。

1国 際化 に伴な う課題 一 世界 の共生 をめざ して 一

現代社 会 にお ける地球的規模 の国際化の進展 は、世 界の諸地域 にお いて人的 ・物的交流 を活

発化 させ、国際的 な相互依存関係を深 めさせて いる。 しか し、一 方 にお いて、政治 ・経済 ・文

化 の他 、人権 などの新 しい摩擦 や様 々な問題 を発 生 させて いる。 こう した現 代 の国際社会 の か

かえ る諸 課題 の解決 に向 け、世界 の国 々の共生 がよ り一層求 め られ る と と もに、 「世界 に貢 献

す る国家 」 と して の日本 の役割が大 き く期待 されて いる。そ こで、 この グループでは、 日本 の

国際化 に伴 う諸課題を的確 に把握 させ、 また、世 界の諸地域 の生活 ・文化 を偏狭 な視野か ら認

識す ることの ない、国際社会 に生 きる日本人 と しての 自覚 を育成 す る授業展開の工夫 を試 みた。

II近 世 ・近 代にお ける 日本 と諸外国の接触 ・交 流

経済 ・社 会 ・文化等 の様 々な面での国際交流が活発に進展 して いる現代 の 日本 にお いて、真

の国際交 流を達成す るためには、交流相手国の歴 史的伝統 や多 元的価値観 を偏見 な く認識 し、

主体 的かっ友好的 な対応 をす る ことが重要であ る。そ こで、 この グループで は、東 ア ジア世 界

に加 えて、 日本 とは異質 の文化を もつ ヨーロ ッパ世 界な どとの交流 が開始 され た近世以降 の 日

本 と諸外 国 との接触 ・交流 に着 目 し、「近世 における日欧 の交流姿勢」「江戸 時代後期 にお け る

対外観 の変化」「明治初期 におけ る日本 と諸外国 との交流」「大正期 にお ける国際社会 と日本外

交」 の四っ のテーマを取 り上 げ、国際交流 による日本の政治 ・外交 ・思想 の変化 を理解 させ る

ことを通 して、現代 の日本 における望 ま しい国際交流の在 り方 を考 察 させ る授業展開 の工 夫 を

試 みた。

皿 情報 化の進展 と社会生活 の変化

現代 の世界 にお ける急速 な情報技術産業 の発展 は、 マルチメデ ィアとい う言葉 に象徴 され る

高度情報 化社会 を実現 させ るとともに、地球的規模の情報 ネ ッ トワークを通 して、多種多 様 の

膨大 な量 の情報 を我 々の社会生活 に提供す る ことを可能 に し、経済社 会活動 を大 きく変化 させ

て いる。 また、情報 の価値 は一層高 ま り、情報を主体的 に選択 し、活用す る ことをます ます 重

要 に させて いる。 そ こで、 この グループでは、情報技術産業の発展の社会的背景 と情報化 社 会

の特質 に注 目 し、「19世紀の イギ リスにお ける大衆新聞 の普及」「経済情報か らみた世界恐慌 」

「ソ連 ・旧東 欧諸 国の情報 産業の停滞 」「気象情報 と社会生 活」の四っの テーマを取 り上 げ、情

報化 が社 会生活 に及 ぼす影響 にっ いて理解 を深 めさせ る授業展 開の工夫を試み た。
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1国 際化 にともな う課題 一 世界 の共生 をめざ して 一

1青 年 海外協力隊(JOCV)の 活動

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 第二次世界大戦後、 日本 は約20年 間、被援助 国 と して、 ア

メ リカ合衆 国 を中心 とした先進 国よ り援助 を受 け、経済発展 の基礎 を築 いた。世 界的 な経 済

大 国 とな った現在、国際社会 の安定 と発展 に対 す る日本 へ の期 待 も大 き く、政 府 開発 援 助

(ODA)で は経済 開発 を中心 と して金額的 には世界最 大の援助供与 国 とな った。 しか し、

東西冷戦終 焉後、国際社会 の開発援助 に対す る考 え方 は変化 しっっ あ る。援助 の対象 と して

地球環境保 全、疫病防止、貧 困撲滅 などの分野 が注 目され るよ うにな るとともに、援助 の 在

り方 も 「人」を中心 とす るよ りきめの細 かい活動 が重視 されるよ うにな って きて いる。 日本

のODAの 一っ である青年海外協力隊(JOCV)は 、1965年 発足以来 、受 け入れ国 の人 々

と生活 と労 働を共 に しなが ら援助活動 を続 けてい るが、近年 、ます ます大 きな期 待 が寄 せ ら

れてい る。そ こで、途上国 におけ る青年海外協力隊 によ る援助活動 を事例 と して、 日本 の発

展途上 国に対す る援助活動 の果 たす役割 と課題 にっ いての考察 を通 して、国際社 会 に生 き る

日本人 と して の自覚 と資質 を育成す ることをね らい として本教材 を取 り上 げた。

(2}本 時のね らい 本時 は4時 間構成 の第3時 限 目に当た る。第1時 限で は、被 援助国 日本

の実状 、 これ までのODAの 実績 と問題点、東西冷戦終焉後 の援助 の変化 を理解 させ る。第

2時 限で は、JOCVの 活動 を扱 ったVTRの 視聴 と隊員 による手記 にっいて、感想を ま と

めさせ る。本時で は、JOCVの 実際 の活動 の紹介を通 して、途上 国の現実 や貧 困や環境 破

壊 な ど地球 的課題を理解 させ る。 また、他国 との相互依存関係 を深 あてい る日本 にお け る国

際協力 の在 り方、更 に、国際社会 における共生 の意義 につ いて考察 させ る。第4時 限 では、

NGOの 役割 と課題を取 り上 る。学習指導要領 では 「地理A」 の 「(3)現 代社 会 の課 題 と国

際協力」 の 「ウ 地球的課題 への国際協力 と日本」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

・前時 の確認 ○ バ ン グ ラデ ィ シ ュ、 ガ ー ナ な ど(地 域 別 に6力 国 ・資料 「青年海外

導 と感想の発表 取 り上 げ る)で 活動 してい るJOCV隊 員 につ いて 協 力 隊 募集 要 項

のVTRの 視聴 と手記 をまとめた感想文を発表す る。 (派 遣国一 覧)」

・JOCVの OJOCVの 隊員派遣国 を調 べ、 白地 図 に記 入 し、 ・世界 国勢図会

入
派遣 先 ・援助 す べて途上 国であ ることを理解す る。 ・派遣 国白地図

内容の確認 OJOCVの 援助 が多様 であ ることを知 る。

・JOCVの ○導入 で取 り上 げた6力 国 につ いて、隊員 たちの手 ・資料 「異文化 と

援助活動の現 記 を も とに 、次 の事 項 にっ いて ワー ク シー トを ま と の接点 で」 「黄 金

状 め る 。 の 果 樹 」 「ク ロ ス

①派遣国の国名 ロ ー ド」
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展 ② 援助活動の種類 と派遣場 所(都 市 ・農村等) ・ ワ ー ク シ ー ト作

③ 日本 との生活 ・文化の違 い 成

④派遣国 の現状 と抱 えて いる問題

○異 なる風土、異 なる文化の中での協力活動 の困難

さ、 また、途上国 は経済開発、人 口増加 、貧困な ど

様 々な問題 をかか えて いる ことを理解す る。
開

・大規模開発 ○経済分野などの大規模開発援助と隊員たちの草の

援助 と草の根 根協力 を比較 し、開発援助 のみが国際協力で はない ・資料 「ODA白

協力 こ とを理 解 す る。 書」

・国際的相互 OJOCVの 地道 な協力活動 が発展途上国 の人 々に

ま
依存関係の深 理解 され、大 きな役割 を果 た して いる ことを理解す

と
ま りと国際協

力 の在 り方

る。

○被援助 国であ った 日本 の歴史を理解す るとともに、 ・資 料 「リ ヨ ン サ

あ
協力 の成果 は先進国 と途上国双方 の発展 に結 びっ い ミ ッ ト経 済 宣 言 」

て い る こ とを考 察 す る。

(4)評 価 の観点 ①JOCVの 活動を通 して、途 上国のかかえ る問題や、援助 に対 す る多様

なニー ズにっ いて理解で きたか。②世界 の発展 には、「先進国 と途 上 国 の密 接 な協 力 関係 が

求 あ られ る」 とい うことを理解 できたか。③途上国の たあに力を尽 くす青年 たちの活動 の意

義 を理解 で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①VTRや 手記 などの資料 は生徒が理 解 しやす く、興味を もてるよう、

その内容 を精選 す る。②使用す るVTRや 手 記 は地 域別 、 援 助分 野別 に内容 を構 成 す る。

③国際協 力の在 り方 につ いて は、援助国 と被援助 国双方の立場 に立 って考 えさせ るよ う配 慮

す る。

2.従 軍 慰安婦問題

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 冷戦構造 の崩壊 によ り、 イデオロギー対立 によ る国家 間 の

緊張 関係が緩和 されるに伴 い、ア ジア諸国 では民主化 が徐 々に進行 して い る。 こう した中、

日中 ・太 平洋戦争 における戦争被害 の回復 を個人 の権利 として認識 し、個人 への戦後補 償 を

日本 に求 め る声が高 ま ってい る。 しか し、 この問題 にっ いて、 日本政府 は個人 への補償 も含

め 日本 の戦後賠償 はす でに解決済 みである とい う立場 を とって いる。 このよ うな補償を求 あ

る側 と日本政府 との対立 は、 日本 の戦後賠償 の内容 と、国際条約 や国際慣習法 の解釈 を十 分

知 らな くて は理解 で きない。そ こで、元従軍慰安婦 の訴訟を事例 と して、 日本 の戦後補 償 問

題 にっ いて の認識 を深 めさせ るとともに、国際化 の進展す る日本 において、 アジア諸国 との

共生 を考 え させ ることをね らい として本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は2時 間構成 の第2時 限 に当た る。第1時 限で は 「冷 戦構造 の崩壊

と日本 」を扱 う。本時 では、1995年 に提訴 された中国人元従軍慰安婦 の訴訟 を取 り上 げ、彼
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女 たちが要求 して いる日本政府 による謝罪 と賠償が どの ような事由 と法的根拠 に基 づ いた も

の なのか、 また、それ に対す る政府 の対応 にっ いて、 それぞれ の主張を多角 的に理 解 させ る

とと もに、両者 の主 張 の相違点 にっ いて考察 させ る。 さ らに、民間基金 によ る彼女 たちへ の

補 償活動 な どを紹介 し、従軍慰安婦問題の現状 を理解 させ る。学習 指導 要 領 で は、 「日本 史

A」 の 「(5)現代 の世界 と日本」 の 「ウ 現代の世界 と日本」、「日本史B」 の 「(7)現 代 の世

界 と日本」 の 「ウ 現代 の世界 と日本」 で扱 う。

③ 展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・日本政 府 や ○ 日中 ・太平洋戦争 で、 日本 による戦争 ・占領行為 ・資料 「関係裁判

導 企業を相手と で被害 を受 けた として、その損害賠償 を求 あた訴訟 一 覧 表 」

す る訴訟 の現 が ア ジア諸 国 の人 々 に よ って20数 件 起 こさ れ て い る

入
状 ことを知 る。また、 これ らの裁判 が この数年間 に集

中 して提起 されている点 に も注 目す る。

・従軍慰 安婦 ○ ア ジア各地 に派遣 された 日本軍 部 隊 で 「慰安 所」

の歴史的経過 が設置 された経過 を理解す る。

・中国人元従 01995年8月 、5人 の中国人元慰安婦 が 日本政府 を ・資料 「原告側訴

軍慰安婦訴訟 相手 に謝罪 と賠償 を求 めて提訴 した ことを知 る。 状 」

04人(1人 は提訴取下 げ)の 中国人元慰安婦が被 っ ・新 聞 「訴 訟 の 口

展
たとす る被害 の実態 を理解す る。 答弁 論」

○中国人元慰安婦 が訴 えた法的根拠 を理解す る。

①当時 の条約、国際慣習法 によれば 「慰安所」設 ・原告 の被害証言

置 は違 法 で あ る こと、 ま た、 ハ ー グ条 約 に よ る被 を輪 読 させ る。

害者の損害賠償請求が可能なこと

②当時の中国民法に基づ く謝罪と賠償請求

○ 日本政府側の主張を理解す る。 ・資料 「国側答弁

① ハ ーグ条約 による個人補償 は請求不可能で あ る 書」

こ と

開
②当時の日本民法では公務員の不法行為に国は責

任 を負わな いという原則があ ったこと

・民間基金 に 0日 本政府 が個 人補償 にっ いて解決済み とす る理 由 ・資料 「日中共同

よる補償活動 を理解 し、 また、民間基 金 によ る補 償活動 やそ の現 声明」

状 を知 る。 ・新 聞 「ア ジ ア女

性 基金」

ま ・従軍 慰安婦 0原 告側 、国側 の主張 をそれぞれ踏 まえて、 これ ら ・作文用紙 を配布

と 問題 の解決を の問題 の解決 の在 り方 を考察 し、自分の意見を書 く。

め
考 え る
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(4)評 価 の観 点 ①元 従軍慰安婦 た ちが訴訟 を起 こ した背景 と理 由を理解 で きたか。②原 告

側、国側 のそれぞれの主 張 の対立点 を理解 で きたか。③ 資料 や新聞記事 の内容 を意 欲的 に読

み取 り、 内容 を的確 に理解す ることがで きたか。

(5)指 導上 の留意 点 ① 裁判 関係の資料 は出来 る限 り分か り易 く説 明 し、生 徒の理 解が深 ま

るよ うに配慮 す る。② 資料や新聞等 は客観性 の高 い ものを使用 し、事実 の正確 な理 解 に導 く

よ う配慮 す る。

3.イ ス ラ ーム の復 興

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 冷 戦 終 焉 後 、 世 界 で は民 族 ・宗 教 対 立 に よ る紛 争 や 摩 擦 が

多 発 す る よ うに な った 。1960年 代 よ り、多 数 の海 外 か らの移 民 を受 け入 れて 来 たEU諸 国 で

は、 イ デ オ ロギ ー対 立 の緊 張 に変 わ り、民 族 ・宗 教 対 立 の緊 張 が表 面 化 す るよ うに な っ て い

る。 特 に、 イ ス ラー ム系 移 民 は 、石 油 危 機 以 降 、 単 身 男 子 労 働 者 と して の一 時 的滞 在 か ら家

族 を 伴 っ た定 住 が多 くな り、移 民 の 中 に は 「こ こ ヨー ロ ッパ の 地 に定 住 し、 イ ス ラ ー ム と と

もに生 き る」 とい う意 識 が生 ま れ、 ヨー ロ ッパ 社 会 へ の同 化 よ り も、 イ ス ラー ムの 価 値 観 に

よ る コ ミュ ニ テ ィー の形 成 を進 め よ う とす る動 き(イ ス ラー ム の復 興)が 目立 って い る。 こ

う した 、EU諸 国 内 に お け るイ ス ラー ム の復 興 は、 国 際 社 会 で の政 治 イ デ オ ロギ ー化 した イ

ス ラ ー ム原 理 主 義 と混 同 され た り、 同一 視 さ れ た り して 、 西 欧 人 に理 解 さ れ る こ と も多 く、

様 々 な軋 礫 を生 じて い る面 もあ る。 そ こで 、EU諸 国 な ど にお け るイ ス ラー ム の復 興 を 事 例

と して 、 現 代 の国 際 社 会 に生 起 す る民 族 ・宗 教 対 立 につ いて の考 察 を深 あ さ せ る こ とを ね ら

い と して 本 教 材 を取 り上 げ た 。

(2)本 時 の ね ら い 本 時 は6時 間 構 成 の第5時 限 に当 た る。 第1時 限 で は 「イ ス ラ ー ム の 世

界 」、 第2時 限 で は 「イ ス ラー ム世 界 の 発展 」、 第3時 限 で は 「南 ア ジア ・東 南 ア ジア世 界 の

発展 」、 第4時 限 で は 「中 世 に輝 いた イ ス ラ ーム文 明」 を扱 う。 本 時 で は 、 イ ス ラ ー ム現 代

史 と して 、 ヨー ロ ッパ に移 民 した イ ス ラー ム教 徒 に対 す る宗 教 差 別 や イ ン ドネ シ ア にお け る

イ ス ラー ム教 徒 の草 の根 活 動 を事 例 と して取 りあ げ、"イ ス ラ ー ム 復 興"の 動 きが 必 ず し も

政 治 イ デ オ ロギ ー化 した運 動 で は な い こ とを理 解 させ る と と もに、 欧 米 に お け る脅 威 論 の 背

景 にっ いて 考 察 させ る。第6時 限 で は 、 国境 を 越 えて 活 動 を は じめ て い るイ ス ラ ー ム勢 力 の

動 きを 理 解 させ る。学 習指 導 要 領 で は 、「世 界 史B」 の 「(3)西 ア ジア ・南 ア ジ アの 文 化 圏 と

東 西 交 流 」 の 「エ ユ ー ラ シア の東 西 交 流 」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導

入

・復興運動 の

は じまりか ら

現在 まで

○ イ ス ラ ー ムの 復興 の動 きが19世 紀 末 に は じま っ た

ことを 確 認 す る。

○ 最 近 の 政 治 イ デ オ ロ ギ ー化 した イ ス ラ ー ム原 理 主

義 運 動 を 知 る。

・資 料 「年 表 」

・新 聞 「タ リバ ン」

他

・EU諸 国 の ○冷戦体制 の崩壊 とと もに、 イスラームを脅威 とす ・ 「EU域 外 か ら

一6一



の新 しい宗教 言説 が蔓延 しは じめた ことを理解す る。 らの労 働者 流 入 」

差別 ○雇用不安 、家長 の権威失墜 、世代 間の断絶 、人種 図 の作成

展 差 別 な ど、 イ ス ラー ム系 移 民 た ち が か か え て い る諸

問題 を理解す る。

○ イ ス ラ ー ム の 覚 醒 に っ い て 、 ド イ ツ ・ オ ラ ン ダ ・ ・ ワ ー ク シ ー ト

フ ラ ンス の様 子 を理 解 す る。

・イ ン ド ネ シ ○結婚 ・離婚相談所(BP4)な どの活動 を通 して、 ・BP4の カ ウ ン

アの草 の根運 ム ス リム が 「パ ンチ ャ シ ラ」 の国 是 に基 づ き 自分 た セ リ ング に関 す る

開 動 ちの社会 にイス ラームの教 えを浸透 させ てい く道 を 質 問 を 行 う。

選ん だ ことを理解す る。

01980年 代以 降の主 なイス ラーム復興運動 の内容 を

理 解 す る。

・今 日の イ ス ○ 今 日の イ ス ラー ム復 興 運 動 は 、 イ デ オ ロギ ー と し ・資 料 「コ ー ラ ン

ま
ラー ム復 興 運 て の"復 興 主 義"と い うよ り も、 む しろ素 朴 な 同胞 (第30章20節)」

と
動 と近代化 感情 である ことを理解す る。

○社会経済 の近代化 の進展 によ り、 日常生活 におけ ・新 聞 「イ ス ラ ー

め
る イ ス ラー ム化 が強 ま って い る こと にっ いて 理 解 す ム原理主義 」

る 。

(4)評 価の観点 ①復興運動 がイ スラーム世界 のあ らゆ る所 で見 られ ることを理解 できたか。

② 欧米 にお けるイス ラーム脅威論 の背景 を理解 で きたか。③EU諸 国や イ ン ドネ シアな どの

イ スラーム復興運動 と政治 イ デオ ロギー化 したイス ラー ム原理主義運動 の違 いにっ いて理 解

で きたか。④新聞記事 な どの資料 を意欲 的に読 み取 り、内容 を十分理解す ることができたか。

(5)指 導 上の留意点 ① イス ラー ム原理主義 な どの新 聞記事 にっいて は、客観 的かっ公 正 な

内容 の ものを使用す るよ う配慮 す る。② イス ラーム世界 、 ヨー ロッパ世界 の説 明 に当た って

は、出来 る限 り図説 ・地図 帳な どを用 いて、地理的 な広 が りを理解 させ るよ う配 慮す る。③

コー ラ ンの読み取 りは、内容 を理解 で きるよ う十分時 間を取 る。

4.日 系 アメ リ力移民

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日、 日本 は物資 を中心 とす る国際化 か ら人的な交流 を 中

心 とす る国際化が進展す る時代 にな ったと言 われる。 ア ジア諸国 を中心 に多数 の外国人労 働

者 が、様 々な職場 に就労す るよ うにな り、人 の国際化 が、 ごく日常 的かっ身近 に実感 され る

よ うにな って いる。 しか し、 これ らの外国人労働者 との接触 は、 日本人 に とって、異 な る生

活文化 を認識 す る機会で ある と同時 に、摩擦 の機会 と もな り、外国人労働者 に対 す る差 別感

や偏見 が問題 になること もある。 そ こで、 日系 アメ リカ移民 を事例 として、明治以降 の 日本

人 に とって富め る先進 国で あ り、 また、異 なる生活文化 を もっ アメ リカ社 会に移 住 した 日系

人が 、どのよ うに生 活 し、 また、 どの よ うな困難を経験 したのかを理解す ることを通 して 、
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現代 の 日本 において、外 国人労働者 がおかれて いる社会的立場 などにつ いて考察 させ る と と

もに、異 な る生活文化 を偏狭 な視野 か ら認識す る ことのない態度 の育成 をね らいと して本 教

材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は4時 間構成 の第3時 限に当た る。第1時 限で は 「資本主義形 成期

の社会問題」、第2時 限 では 「近代 日本 の植民地支配」を扱 い、 いず れ も現 代 日本 の社 会 問

題 を視点 に考察 させ る。本時で は、 日系 アメ リカ移民 と、受入 国 アメ リカ合衆国 とその社 会

の対応 、また、第二次世界大戦後の アメ リカ合衆 国の マイノ リテ ィー政 策の変化 を通 して、

日本 が、異 なる生活文化 を もっ人 々と、どのよ うに共生 して い くべ きかを考察 させ る。第4

時限で は、第1時 限か ら第3時 限の授業 を振 り返 らせ、歴史的視点か ら現代 の人権 問題 にっ

いて考察 させ 、感想文 を書 かせ る。本 時の内容 は、学習指導要領 では 「日本 史B」 の 「(5)

近代 日本 の形成 とアジア」の 「ウ 国際関係の推移 と近代産業 の発展 」で扱 う。

㈲ 展 開 例

学習項目1 学 習 活 動 備 考

導

入

・外国人労働

者 の現状

○外 国人労働者 につ いて知 って いる ことを、班内で

話 し合 い、班 ごとに発表す る。 また、外国人労働者

がおかれてい る社会的現状 を知 る。

・ ワ ー ク シ ー ト配

付

展

開

・日系 ア メ リ

カ移民 との共

通点

・ア メ リカ合

衆 国の社 会状

況 と移 民受入

れ

・日系人受入

れ と排 日運動

・太平洋戦争

中の強制収容

と近年の謝罪 ・

補 償

○ 日系 アメ リカ移民 が 日本 の文化 を保 ちなが ら生活

し、 また、多額の仕送 りを本国に送金 したことなど、

現在の 日本 にお ける外国人労働者 との共通点 にっ い

て知 る。

○ アメ リカ合衆国が、日本にとって豊かな先進国だっ

た こと、 また、移民の国が、実 はア ングロサ クソ ン

中心主義の国 で、他文化 には排他的であ った ことを

理解す る。

○ アメ リカ合衆国 の社会 において、当初、 出稼 ぎ日

本 人が、補完労働力 として歓迎 されたが、労働観 ・

生活観 の違 いや人種 的差異 か ら、次第 に排除 され る

よ うにな った ことを理解す る。

○太平洋戦争 中の強制収容 の状況 と、独 ・伊 系移民

との差 に着 目 し、その原 因を考察 す る。

○戦後の アメ リカ合衆 国のマ イノ リティー政策 を理

解 し、 また、 日系人強制収 容への謝罪 と補 償の背 景

を考察す る。

・ビデ オ 「簡 易 モ

ス ク に集 う人 々 」

「日 系 人 の ホ ー ム

ム ー ビー」

・資 料 「19世 紀 中

ごろ の ア メ リカ合

衆 国 の政 治 家 の発

言 」

・資料 「日系 一 世

の女 性 の 回 想 」

・ビデ オ 「強制 収

容 の様 子 」

・資 料 「ア メ リカ

合 衆 国 市 民 の 自

由法(1988)」

ま
と

あ

・異 なる生活

文化をもっ人々

0日 本人 とは異 な る生活文化を もっ外国人労働者 の

数 は、今後 とも増加す ると予測 され る こと、 ま た、

・ ワ ー ク シ ー ト
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との共生 その ことに対す る日本社会 の対応 と共生 の在 り方 に

っ いて考察 させ る。

(4)評 価 の観点 ① アメ リカ合衆国が、戦後40年 以上 を経 て、 日系人への謝罪 と補償 を行 っ

た背 景 を理解 で きたか。②現在の 日本 にお ける外国人労働者 のおかれて いる社会的立場 にっ

いて考察す ることがで きたか。

⑤ 指 導上の留意点 ① 生活文化 の違 いによる摩擦 につ いて は、少数者 が一方的 に多数 者 に

同化 すべ きであ るとい う結論 を出す ことがな いよ うに、互 いに異 な る生 活文化 に対 して寛 容

にな るこ との必要性 を考 え させ るよ うにす る。② 日系 アメ リカ移民 が、排 日運動へ の抵 抗 の

際 に、中国系移民 との差別化 を図 り、 自 らを白人 に近 い存在 と して位置付 けて いた ことにっ

いて も触 れ る。

5.日 本の食糧 自給率 一 米 ・大豆 を事例 と して 一

(1)事 例 と して取 り上 げた理 由 今 日、世 界の食料 問題 は地 球的課題 と して認識 されて い る

が、そ の現 れ方 は、各地域 によって異 なる。物 の国際化が著 しく進展 して いる 日本 で は、 第

二次 世界大戦後 、海外 か らの食料 の輸入量が急増 し、食料 自給率 は著 しく低下 して いる。 現

在 、大豆 や小麦 を は じあ と して、魚介類や野菜な どの生鮮 食料、主食 の米 など、多種 多様 の

食料 が大量 に海外 か ら輸 入 され るよ うになって きて いる。味噌、醤油、寿司 な どの 日本 の伝

統 的な食品 や料理 など も、その原 料や材料の多 くを海外 に依 存 して いる。 そ こで、 日本 人 の

食生 活 に欠かせ ない米 と大豆 の輸 入を事例 と して、食料 の国際化 とその課題 にっ いて考 察 さ

せ るとと もに、世界 の中で も特 に食料 の海外依 存度 の高 い 日本の国際協調 の在 り方 につ いて

考 え させ る ことをね らいと して本教 材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は3時 間構成 の第2時 限 に当た る。第1時 限で は、米 を は じめ と し

て 、豆 腐 ・寿司 ・納豆 な ど日本 の伝統 的食事 を事例に 日本 の食文化 にっ いて理解 させ る。 第

3時 限で は、江戸前寿 司な どを事 例 に、 日本 の水産物 の輸入量 の増加 にっ いて理解 させ る。

本時 で は、身近 な食料 であ る米 ・大豆 の海外依存度 、輸入 国、 また、 日本人 の食生活 に お け

る米 と大豆 の違 いを考 え させ る。学習指導要領 で は、「地理A」 の 「(3)現代世界 の課題 と国

際協力」 の 「ウ 諸地域 か らみた地球 的課題 」で扱 う。

㈲ 展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・日本 の 米 ・大 豆 0日 本 の米 と大豆 の 自給率 、輸入量 にっいて知 ・資料 「食料需給

導 の 自給 率 る 。 表」

○ 米 は、1993年 の凶 作 時 に輸 入 され は じめ た こ

入
と、 また、大豆 の輸入率が非常 に高 い ことを理

解 す る。

・米 ・大 豆 の輸 入 ○統計 資料により米 ・大豆 の輸入国を調べ、ワー ・資料 「ア グ ロ ト
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国 ク シー トに記 入 す る。 レ ー ドハ ン ド ブ

・輸 入米の評判 ○ 「日本人好みの味であ ったか」 など、輸入米 ッ ク 」

展
を 食 べ た時 の 感想 に つ いて グル ープで話 し合 う。 ・ ワ ー ク シ ー ト

・大 豆 の自給率の 0和 食 に欠かせな い味噌 ・醤油 の原料 の大豆 が ・資料 「食料需給

低 さ ほ とん ど海 外 か ら輸 入 され て い る こ と、 ま た 、 表」

その理 由を理解す る。

・大豆 の輸入国 ○ 資 料 に よ り大 豆 の輸 入 国 を調 べ 、 ワ ー ク シ ー ・資料 「通商白書」

トに記 入 す る。 ・ ワ ー ク シ ー ト

・輸入米 と輸入大 ○輸入米 と輸入大豆 につ いて どち らが、 日本 人

豆の用途の比較 の 日常 の食生活 に定着 して いるか考 え る。

○主食 と副食 、大豆 は豆腐 ・味噌 ・醤油 などの

加工品 が多 い ことなど、米 と大豆 とは食用 に当

開 た っての加工法 ・用途が基本的 に違 うことを理

解 す る。

○米 は1993年 の凶作以降 、輸入 され始 めた こと ・資料 「食料 需給

を理解 す る。 表」

・米 と大豆 の輸入 ○米 と大 豆 の主 な輸 入 国 を ワー ク シー トに ま と ・ ワ ー ク シ ー ト

国の比較 あ、 そ の違 い を理 解 す る。

ま
・世 界の共 生を め ○統計資料 を もとに、 日本 が米 ・大豆 な どを は

と
ざ して じめと して、食糧 の多 くを海外 に依存 して いる

ことを理解す る。 また、食糧 の海外依 存率 の高

め い日本 の国際協調の在 り方 につ いて考 察 す る。

(4>評 価 の観 点 ①米 ・大豆を は じめと して、 日本 の食糧輸入 が地球 的な広が りを みせ て き

てい ることを理解で きたか。② 日本人の 日常 生活が、食料輸入 を通 して海外 と密接 に結 びっ

いてい る ことを理解 で きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 資料 か ら読 み取 った内容 は、適宜 、十分時間を取 りワー クシー トに

記 入 させ 、また、考察 させ る。② ま とめでは、統計資料を もとに、米 ・大豆 の他 、食料 の多

くを海外 か ら輸入 して いることについて、具体的 に理解 させ るよ う配慮す る。

6.世 界 の難民 問題

(1)教 材 を取 り上げた理 由 東西冷戦の終焉後 、各 国の相互依存 関係 が深 化す ると ともに、

各 国間の国際協力が一層求 め られ るよ うになって きてい る。一方 、現在 、世界 の各地 で民族

紛争 ・宗教対立が多発 し、 それに伴 い多 くの難 民が生 まれ、国際的に大 きな課題 とな って い

る。 こう した世界 の難民問題 の解決 に向 け、国際社 会で は日本の果たす役 割 に対す る期 待 が

大 きい。 しか し、 日本 では難民受 け入れ問題 にっ いて、1970年 代 の イ ン ドシナ難民受 け入 れ

問題 以降 、余 り関心 は高 ま らず 、国 内社会 の閉鎖性 も指摘 されて いる。 そ こで、現代世 界 で
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起 こってい る難民問題 を事例 として、 日本社会 の閉鎖性 や考 え方 をよ りグローバ ルな視 点 か

ら見 っあ直す とともに、 国際社会 におけ る難民受 け入 れ問題 についての 日本の役割 を考 察 さ

せ 、 日本 と国際社会 との共生 にっいて考 え させ ることをね らい と して本教 材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は6時 間構成 の第4時 限に当た る。第1時 限で は、VTRの 視 聴 を

通 して、21世 紀 に向けての様 々な地球 的課題 に着 目させ、それ らの課題 の要因 にっいて考 え

させ る。第2時 限 では、世界 の人口問題 にっいて、特 に急速 な人 口増加 とそれ に伴 う課 題 に

っ いて理 解 させ る。第3時 限で は、世 界の民族 問題 について、政治 ・経 済的側面 、伝統 文 化

や宗教 的側面 などか ら、その原 因 と背景 にっいて理解 させ る。第5・6時 限で は、地球 的 課

題 と私達 の生活 にっ いて、各班 でま とめ発表 させ る。また、本時 で は、冷戦 終焉後 の世 界 の

民族紛争 に着 目 し、大量 の難民発生 の現状 にっいて理解 させ るとともに、国際社会 にお け る

難民受 け入 れ問題 と日本 の難民政 策にっ いて考察 させ る。学習指 導要 領 で は、 「地 理A」 の

「(8)現 代世界 の課題 と国際協 力」の 「ウ 地球的課題へ の国際協力 と 日本」 で取 り扱 う。

㈲ 展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導 世界の民族 ○冷戦後 も世界 では、民族紛争 などによ り大量 の難民 ・VTRr世 界 の1

入 紛争 が 発 生 して い る こ とに着 目す る。
…

難 民 は ど こ に 」i

・世 界 に お ○難民 の発生地域 が、途上国 や東欧諸国 である ことに
亀

・資料 「世界 の民

け る難民 の っ いて 理 解 す る。 族紛争地図」

発生状況 ○途上国や東欧諸国で発生する難民問題が、経済的不

平等問題 による対立 や民族問題 などと深 く関 わ って い

展
る こと につ いて も理 解 す る。

・難民受 け ○難民 の発生 が年 々増加 している こと、 また、難民 を ・作業 「世界 の難

入れ諸国 多 く受 け入れ ているのが途上諸国 や欧米諸国 である こ 民 地 図 の 作 成 」

とを 理 解 す る。

・難 民 と は ○難民条約 による難民規定 の変遷を通 して、難民 に対

何か す る考え方の変化を理解す る。 ・資料 「難民条約」

①国連難民条約 とアフ リカ難民条約で の難民規定 や 1

難民 に対す る考 え方 の変化 にっ いて

②難民 が急増す るフランスにおける新 しい取 り組 み
1

・資料 「西 欧 の難}

にっ いて 民統計 」

・日本 の 難 ○ 日本の難民受け入れ政策 と難民の定住状況を理解す ・ ワ ー ク シ ー ト

開
民政策 るQ ・ 資 料 「イ ン ド シ

① 日本 では難民 が定住せず、難民 の多 くが欧米 に移 ナ難民 」

民 して行 った ことにっ いてi

② アメ リカの難民政策 と日本 の難民政策 の違 いにっi
[

1
いて
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ま

と

あ

難民問題の

解決

○現在の難民問題の解決 は、一 国だ けの援助 や難民 引

き受 けで は不可能であ ること、 また、その解決 に は国

際的 な人道的援助や協力が必要であ ることを考察 させ

る。

・新 聞記事

・資料 「日本 のO

DAJ

(4)評 価 の観 点 ① 現代 の世界 にお ける多 くの難民 問題 の背景 に は、民族紛 争 があ ることを

理解 で きたか。②難民問題 を解決す るためには各 国の積極 的な国際協 力が必要 であ ることを

理解 で きたか。

〈5)指 導上 の留意点 ①写真 ・VTRな どの視聴 覚教材の使用に当 たって は、難民 の実 情 な

どを実 感的 に理解 させ るよ うにその構成 と説明 につ いて工 夫す る。②難民 と移民 との違 い、

また、難民問題 は人権問題 である ことにつ いて理解で きるよ う、難民条約 の理念 と具体 的規

定 にっ いて詳 しく説明す る。

II近 世 ・近代 における 日本 と諸外国の接触 。交流

1近 世 にお ける 日欧 の交 流姿勢

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由1543年 のポル トガル人 の種子 島漂着 で開始 され た近世 にお

ける 日欧交流 は、 日本 とヨー ロ ッパ世界 が直接交流 を始 あた点 で、 日欧交 流史 におけ る意義

深 い出来事 だ ったが、当時の双方 の交流姿勢 は対照 的であ った。 ヨーロ ッパ諸国 は 日本 に積

極的 な関心 を抱 き、 日本 人を優秀な民 族 と評価 す るな ど、好意 的姿 勢を示 した。 しか し、 日

本 は交易 に は大 きな関心 を抱 いたが、 ヨーロ ッパ の精神文化の流 入 には寛容で はな く、 ヨー

ロッ1¥°人 を意 図的 に軽蔑 す る傾向 さえ示 した。そ こで、近世 にお ける日欧 の交流姿勢 に差 異

が生 じた背景 や要因を理 解 させ ることを通 して、現 代の 日本 にお ける国際交流 の在 り方 を考

察 させ ることをね らいと して本教 材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 近世 における日欧交流 は日本史、世界史双方で の重要 な出来 事で あ り、

本教材 は両教 科で、共 に3時 間構成 の1時 間 と して扱 う。 日本史で は、幕藩体制形 成 まで の

動 向を概観 した後、本時で は、 日欧交流 にお ける日本 の対応の様子 と交流姿勢 の問題点 を理

解 させ、第3時 限 で鎖国政策 の目的 と影響 を考察 させ る。世界史で は、 ヨー ロ ッパ諸国 の海

外進 出、それ に伴 う世界情勢 の変化 を1時 間づっ概観 した後、本時 では、 ヨー ロ ッパ諸 国 の

進 出を受 けたアメ リカ大陸 、ア ジアの対応 にっ いて、 日本 を事例 として理解 させ る。学 習指

導要領 で は、「日本 史A」 の 「② 幕藩体制 の形成 と推移」 の 「ア ヨー ロ ッパ文 化 との接触

と鎖 国」、「世界史A」 の 「(2>諸文明の接触 と交流」の 「エ16世 紀 の世界 」で扱 う。

③ 展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導

入

・近世 日欧交

流 にお ける交

流姿 勢 の差異

○近世 日欧交流 において、 日本 と ヨーロ ッパ諸国 の

相手 に対す る認識 が対照的 だ った ことを、 「ザ ビエ

ル書簡」及 び 「鉄炮記」 の記述の比較 を通 して知 る。

・資料 「ザ ビエ ル

書 簡 」 「鉄 炮 記 」
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○ 日本の世 界認識が中華思想 の強 い影響 を受 けて い ・中華思想 の紹介

た こ とを 確認 す る。

・日欧 交 流 の 016世 紀 後 期 ～17世 紀 、 ヨー ロ ッパ 人 が 渡 来 し、 文 ・資料 「略年表」

概観 化 交流や交易が行われ た ことを理解す る。

● ヨ ー ロ ツ ノマ ○ ヨー ロッパ諸国が 日本を対等 な文明世界、 日本人 ・イ ェ ズ ス会 資 料

諸国 の 日本認 を優秀 な民族 と見 なす など、好意的 に評価 して いた 「日本諸 事要録、

展 識 こ とを 、 イ エ ズ ス会 資 料 な どか ら確 認 す る。 同補 遺 」 「日欧

● ヨ ー ロ ツ ノマ ○ キ リス ト教布教や交易の ため に積極的 な日本研究 文化比較」

諸国の交流姿 を行 い、特 に、 日本の慣習や生活様式 に強 い関心 を ・オ ラ ンダ東 イ ン

勢 示 して い た ことを 、 資 料 か ら読 み 取 る。 ド会社 関 係 資料

・ 日 本 の ヨ ー ○ 外 見 や生 活 様 式 の違 いか ら、 日本 の中 に ヨー ロ ッ 「東方案 内記 」「日

ロ ッパ 人 に対 パ人 を軽蔑す る傾 向があ った ことを、資料か ら読 み 本 大 王 国志 」 「鎖

する認識 取 る 。 国論 」

○ イエズス会 の日本研究 が軽蔑対策 として の側面 も ・資料(排 耶書)

もって い た点 に注 目す る。 「排 耶 蘇 」 「南 蛮

・日本 の 交 流 ○ キ リス ト教 に批判的 だ った こと、交易 に関 す る情 寺 興 廃記 」 「邪 教

姿勢 報の収集 が ヨー ロッパ世界全体へ の関心 に繋 が って 大 意」

い なか った こ とを 、資 料 か ら読 み取 る。 ・資料 「華夷通商

開 0ヨ ー ロッパ世界 の技術一般へ の関心 が鎖国体制成 考 」「西洋紀 聞J

立 後 に現 れた点 に注 目す る。

○未知 で異質 な文化へ の 「恐れ」 が 日本 の交流姿勢

に大 きな影響を与 え、 これが拒否反応 に繋 が った こ

とを考察す る。

ま
・国際交流 と ○近世 日欧交流 における交流姿 勢 の差異 にっ いて 、

と
相 互理解 の在

り方 につ いて

その背景 と要因を理解す る。

○現 代 日本にお ける国際交流、諸外国 との相互理解

め
の望 ま しい在 り方 につ いて考 察 す る。

(4)評 価 の観 点 ①近世 日欧交流 において、 日本 とヨーロッパ諸国が対照的な交流姿勢 を取 っ

て いた ことを理解 で きたか。②近世 日欧交流 での交流姿勢 の差異 が相手 に対 す る認識 の違 い

に起 因 して いることを理解 で きたか。③ 日本 の交流姿勢 の問題点 を考察 で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ①使用す る文献史料 は、必要箇所を現代語訳 して示 す よ う配慮す る。

②近世 日欧交 流 にお ける日本 の交流姿勢 の問題点 に関 して は、 日本人 の意識 の中 に存在 した

「恐 れ」の観念 を指摘す るに留 め、可能 な限 り生徒 に考察 させ るように配慮す る。
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2.江 戸時代後期 における対外観 の変化

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 江戸時代後期の、国学 ・洋学 などの新 しい思想 の成立 は、

日本 固有 の文化を賞揚 させ る一方、西洋近代文明 に対す る敬 意 と憧憬を抱かせ るよ うに な っ

た。その結果、伝統的 中国観 の束縛 は少 しずつ緩み、従来 まで の華夷秩序か ら離 れて、西 力

東漸 の国際情勢を的確 に認識 させ るよ うになった。 こうした対外観の変化 は、欧米列 強 の東

ア ジア進出 に対す る、 日本社会 の鋭敏 な反応であ り、 また、19世 紀 半ば、欧米列強 の開国 要

求 が厳 しくなる中で、 日本人が 「西洋の衝撃 」を正面 か ら受 け止あ、国内政治 を変革 して、

短期間 に近代 国家を成立 させ た背景 と もなった。そ こで、江 戸時代後期 の新 しい思想 の成立

を事例 と して、鎖国体制 の もと、積極的 に欧米世 界 との交流 を求 あた者 た ちの思想 と行 動 を

理解 させ ることを通 して、国際化の進展す る現 代社 会において、主体 的に生 きる力 を もっ生

徒 を育成 す ることをね らいと して本教材を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 本時 は2時 間構成の第1時 限に当た る。本 時で は、鎖 国体制下 の国学 ・

洋学 の成立 によ って、伝統 的中国観が揺 らぐなか、少 しずっ 日本人 の対外観 が変化 し、欧米

列 強の東 ア ジア進 出 という国際情勢 を理解す る素地 がで きっ っあ った ことを理 解 させ る。 第

2時 限 では、幕末期 、国際情勢 を的確 に認識 した者 たちが、 国内の政治体制 の変革を求 め て

行動 した契機 を、穰 夷の実行 と挫折 の経験 を通 して理解す る。学 習指 導要 領 で は、 「日本 史

A」 の 「(3)日本の近代化へ の道 と19世 紀の世 界」の 「イ 新思想 の展開 と教育 の普及」、「日

本史B」 の 「(4)幕藩体制 の推移 と文化 の動向」の 「工 国際環境 の変化 と幕藩体制 の動揺」

で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導
・鎖 国下 の 日 ○鎖国政策を とる幕藩体制下 にお いて、 日本 人の対 ・年 表

本人の対外観 外観が どのよ うなものであ ったか確認 す る。

入 ○江戸時代 までの 日本人の伝統的中国観 を概観す る。

・荻生 但裸 の ○荻生祖篠が、後代 の解釈 を排 し、実証 的な方法で ・資料 「学則(荻

方法論 儒学 の原典 を理解 しよ うと した ことを知 る。 生但裸)」

・国学の成立 ○国学者 が、中国の影響を受 ける前の 日本人の心を ・資 料 「直 毘 霊

展
と伝統的中国 探 り、伝統的中国観を拒絶 した ことを理解 す る。 (本 居宣長)」

観の拒絶 ○但挾 の方法論が国学者 に与 えた影 響 を確認 す る。

・杉 田 玄 白 の ○西洋 の解剖図を携え、臆分 けに立 ち会 った杉田玄 ・資料 「解体新書 ・

決意 と洋学の 白 らの驚 きを具体的 に知 る。 蘭学事始(杉 田玄

成立 ○中国医学の誤りと西洋医学の優秀性を認識 した玄 白)」

白 らが 「夕 一 ヘ ルeア ナ トミア」翻 訳 を決 意 した こ ・図版 「解体新書

とを 知 る。 挿 絵」

開
○西洋の 自然科学 への理解 が深 ま るとともに、伝統

的中国観が変化 して い くことを考察 す る。
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・対 外的危機 ○ 日本 をめ ぐる国際情勢 の緊迫化 を理解す る。 ・資料 「新論(会

の認識 ○西力東漸 の国際情勢 を意識 し、入 々に危機 を警告 沢正志斎)」

す る者 たちが現 われた ことを理解す る。 ・地 図 ・年 表

・日本 人 の 対 ○国学 の成立 によ るナ ショナ リズムの萌芽 と洋学 の
ま

外観の変化 成立 によ る西洋文 明へ の理解 の深 ま りが伝統的 中国

と
観 を揺 るがせ た ことを理解す る。

○江戸時代後期 の 日本人 の対外観 の変化が 、幕末維

め
新期に変革を求めた人々の行動様式に影響を与えた

こと を考 察 す る。

(4)評 価 の観点 ①江戸時代後期 、鎖国体制下 において、新 しい考 え方 が生 まれて きた契機

を理解 で きたか。②国学 や洋学 の成立 を通 じて、伝統的中 国観 が変化 して いった ことを理 解

で きたか。③ 国際情勢 の変化 に、危機感 を表明 した者 たちの思想 的背景 を理 解で きたか 。

(5》 指導上 の留 意点 ①国学 や洋学 の成立 にっいて の説明 は、煩環 にな らないよ う、説 明 内

容 を精選す る。② 脇分 けに立 ち会 った杉 田玄 白の驚 き と決意 にっ いて は、生 き生 きと した臨

場感 を与 え るような説明を工夫す る。③授業全体を通 じて 、その都度 、18世 紀 後半以降 、 東

ア ジアの国際情 勢が次第 に緊迫 した ものとなって い くことにっ いて触 れる ように配慮す る。

3.明 治初期 にお ける日本 と諸外国 との交流

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 明治新政府 によ って推進 された富国強兵 ・殖産興業政策 は、

欧米 の制度 や技 術を学ぶ ことか ら始 ま った。 それは政府指導者 のイニ シアチ ブによ り行 われ、

急速 な 「国家の近代化」 を目標 とした ものであ った。 その過程 において、多数 の海外留 学生

が欧米 に派遣 され、 また、数多 くの 「お雇 い外国人」 が招聰 された。彼 らは、近代化を 急 ぐ

日本 が、欧米 諸国 との時間的 ・技術 的格差 を埋 め るために、大 きな役割 を果 た した。 また、

彼 らの存 在 は、国民 に世界へ の窓 を開 き、国際社会や近代社会への覚醒を もた らす役割 も担 っ

た。そ こで、明治初期 におけ る海外留学生 とお雇 い外国人 を事例 として、時代の変革期 に お

け る諸外 国の人 々と日本人 との接触 ・交流 の様子 にっ いて の理解 の深化 を通 して、人の 国際

化 の進展 す る日本の国際交流の在 り方 にっ いて考察 させ る ことをね らい として本教 材を取 り

上 げた。

(2》 本 時のね らい 本時 は4時 間構成 の第3時 限 に当たる。第1時 限 では、殖 産興業政 策 に

っ いて、主 に官営事業 を扱 う。第2時 限 では、貨幣制度 と民 間事業 にっいて扱 う。本時では、

近代産業 の育成 に当た り、海外留学生 やお雇 い外 国人 の果 た した役割 にっ いて理解 させ る と

と もに、彼 らが明治初期 の近代化 の推進 に果 た した歴史的意 味にっいて考え させ る。 また、

国際結婚 の増加を取 り上 げ、明治初期 の 日本 の国際化 にっ いて考察 させ る。第4時 限 では、

文 明開化の風潮を、思想 ・教育 ・宗教 の各方面 か ら理解 させ る。学習 指導 要 領 で は、 「日本

史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展 開」の 「ア 欧米文化 の導入 と明治維新」 で、「日本 史B」

の 「(5)近代 日本 の形成 とアジア」の 「ア 欧米文化 の導入 と明治維新」 で扱 う。
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(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・前 時 ま で の ○ 明治政府 の殖産興業政策 につ いて概観 し、 日本 の ・ ワ ー ク シ ー ト

復習 近代化 が急速 に行 われなけれ ばな らなか った必然性 (課 題)

入 と、 そ の具 体 的 な方 策 につ い て知 る。

・明治初期 に ○海外留学生 の留学先 、人数 、留 学年 次 を分析 し、 ・資料 「留学生 の

おけ る海外留 留学先の変化の理 由を考 え る。また、明治3～4年 年 次 ・国別統計 」

学生の動向 にお いて留学生 が多 いことを、国内事情 と関連 させ ・資料 「留学生数

て 考 察 す る。 の国別推移」 な ど

展
0海 外留学生が、欧米諸 国 との技 術的格差 を埋 あ る ・ ワ ー ク シ ー ト

など、近代化 に果 た した役割 を理解 し、また、彼 ら

の欧米風 の生活様式が、 日本 に及ぼ した文 化的影響 ・資 料 「官 ・私 傭

を 考 え る。 年代 別総 人 数 」

・お雇 い外国 ○教科書 で扱われ る来 日外国人 は20数 名 で あ るが、 「国 籍別 に み た 外

人の活躍 明治期 、 日本政府 に招聰 された外国人 は ピーク時で 国人の職業別人数」

500名 を 越 え た こ と に着 目す る。 ・資料 「華族 女学

○ 最 初 の女 性 お雇 い外 国 人 ア リス ・ベ ー コ ンの 日記 校教師の見た明治

開 を通 して、当時 の 日本社会 の世相 を考え る。 日本 の内側」

・明治初期 に ○ 明治6年 に初 めて国際結婚 が認 め られて以来 、イ ・資料 「国籍別 に

おける国際結 ギ リス ・清 国 ・ ドイ ッ ・ア メ リカ人 な ど と の国 際 結 見 る国際結婚の事

婚 婚 が増加 した ことを知 り、その歴史的意味や明治期 例 」

におけ る日本 の国際化 にっ いて話 し合 う。 ・ ワ ー ク シ ー ト

ま
・明治初期 の ○海外留学生 やお雇 い外 国人の果 たした役割、また、

と
国際交流の特

質

国際結婚の実態を通 して、明治初期 におけ る国際交

流の特質 にっ いて考 察す る。更 に、ボー ダ レス化 に

あ
向か う国際社会での交流の在 り方を考 え る。

(4)評 価 の観点 ① 明治初期 の海 外留学生 やお雇 い外国人、 また国際結婚 を通 して、 当時 の

日本 の国際交流 の様 子 とその社 会的影響 を理解 で きたか。② 明治初期 の 日本 と欧米諸 国 との

国際交流 を通 して、現代の 日本 と開発途上 国な どとの望 ま しい国際交流 の在 り方 を考 え る こ

とがで きたか。

(5)指 導上 の留意 点 ①各種資料 の数字か ら新 しい発見を させ るよ う、その構成を工夫す る。

② ワー クシー トに示 した課題 につ いて は、 グルー プ討論 の時間を十 分取 り、生徒 に しっか り

考 えさせ るよ う配 慮す る。
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4.大 正期 にお ける国際社会 と 日本外交

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 第一次世界大戦 に際 し、欧米列 強の関心 は ヨーロ ッパ に集

ま った。 こう した国際情勢 の もと、 日本 は中国 に対す る積極的 な強硬外交 を展 開 し、戦 後 の

パ リ講和 会議で は欧米列強 に 日本 の中国政策 を承認 させ た。 しか し、 この ことは、中国 の民

族運動 を高揚 させ ると ともに、大戦後 、国際的地位 を著 しく向上 させた 日本 に対す る欧 米列

強、特 に アメ リカの警戒心 を強 め させ 、 ワシン トン会議 で 日本 は協調外交 へ と政策 の変 更 を

余儀 な くされ た。 そ こで 、大戦 中に 日本 が占領 した山東省 の ドイッ権益 を事例 と して、 大戦

後 の2っ の国際会議 にお け る外交交渉 で、 日本 の政策が ドイッ権益 の継承 か ら、中国へ の返

還へ と変 化 したことの理解 を通 して、現代 の国際社会 にお ける国家間 の平等互恵 の理念 に基

づ く国際交 流の在 り方を考察 させ る ことをね らいと して本教材を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は3時 間構成 の第3時 限 に当たる。第1時 限 では、第一 次世界大 戦

の経過 と日本経済 の発展 を、第2時 限 で は、米騒動 と政党 内閣 の成立 にっいて理解 させ る。

本時 で は、 日本が対華二十一 か条要求 で、中国 に認 あさせ た山東省 の ドイ ツ権 益 にっ いて、

中国 に返還 す るまで の経過 を、パ リ講和会議 や ワシン トン会議 を取 り上 げ理解 させ る。また、

大戦 の終結 による国際環境 の変化 に伴 い、欧米 列 強 や中国 が 日本 の外交 政 策 に与 え た影 響

(ウ ィルソ ンの平和原則 や五 ・四運動)と 日本 の外 交政策 の変化 、 更 に、 牧野 伸 顕 や石 橋湛

山 など当時の 日本の外交 に批判的 な主張 があ った ことにっ いて理解 させ る。学 習指導要 領 で

は、「日本史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展開」 の 「オ 両大戦 をあ ぐる国際情勢 と日本」、

「日本 史B」 の 「(6)両世界大戦 と日本」 の 「ア 第一次世界大戦 と日本の経済」 で扱 う。

㈲ 展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導 ・第 一 次 世 界 ○第一次世界大戦 の勃発 と長期化 、ア メ リカの参戦 ・ ワ ー ク シ ー ト

入 大戦の概要 と ロシア革命 、大戦 の終結等 を確認 す る。

・日本 の 参 戦 ○ 日本 の対独宣戦 と山東省 の占領、 また、二十一 か ・資料 「日本外 交

と対華二十 一 条の要求 で山東省 の ドイ ッ権益 を承認 させた ことを 年表拉主要文書」

か条要求 理 解 す る。 ・地 図 「山東省」

展
○ 日本艦船 の地中海派遣 とひきかえ に、英仏等が 山 ・資料 「日本外交

東省 の旧 ドイツ権益 に関す る日本の要求を、講和会 年表虹主要文書」

議 で支持 す ると約束 した ことを理解す る。

・パ リ講 和 会 ○ ウィルソ ンの平和 原則の中の民 族 自決の原則 は中 ・資料 「翠 雨荘 日

議 と日本 国の民族運動 を高揚 させ、中国全 権団が山東省の 旧 記」

ドイ ッ権益 の直接返還 を主 張 した ことを知 る。

開
0日 本全権の牧野伸顕が臨時外交調査会で従来の日 ・資料 「翠雨荘 日

本 の外交 を 「表裏 ア リ、権謀 ア リ」 と批判 したの に 記 」

対 し、枢密院 や軍部 が反論 した ことを知 る。

0日 本 の国際連盟へ の加盟拒否 を恐 れた米 が、山東 ・資 料 「原 敬 日記」
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省 の旧 ドイ ツ権益 の日本へ の継承を承認 した ことを

理 解 す る。

・五 ・四 運 動 ○講和会議 で 日本 の要求 が承認 され た ことに対 し、 ・資料 「翠 雨荘 日

展
の影響 中国各地 で反 日運動 が展開 され、中国全権団 が ヴェ 記」

ルサ イユ条約の調 印を拒否 した ことに着 目す る。

・ ワ シ ン ト ン ○ ワシントン会議開催の原因の一っが中国問題であっ ・資料 「日本外交

会議 と日本 た こと、 ま た、 日中 間協 議 で 山東 省 の 旧 ドイ ツ権 益 年表蚊主要文書」

開
が中国へ返還 され ることに決定 した ことを知 る。

○石橋湛山 がワ シン トン会議 に際 して、全 ての植民 ・ 「石橋湛 山評論

地勢力圏 の放棄を主張 したことを理 解す る。 集」

・日本 の外 交 ○欧米列強 や中国 の外交政策が山東省 の1日ドイツ権

ま 政策の変化 益 に関す る日本 の外交政策 を変化 させ た ことを理解

と
・国 内の批判

す る。

○牧野伸顕 や石橋湛 山など、当時 の 日本 の外交政策

め 的な主張 に批判 的な主 張があ った ことにっいて感想 や意見 を

発 表 す る。

(4)評 価 の観点 ① 山東省 の旧 ドイツ権益 に関 す る欧米列 強や中国 の外交政策 が、 日本 の外

交政策 に与 えた影 響 と日本の変化を理解 で きたか。② 当時の 日本 の外 交政策 に関 して国内 に

批判 的な主 張が存在 して いたこと、 また、その意義 にっ いて考察 で きたか。

(5)指 導 上の留意点 ① 日記 や外交文書 な どの表記 につ いて は、生 徒 に分か りやす く現 代 語

訳 した資料を用 い る。②石橋湛 山の主張 につ いて は、当時、政治的影響力 が弱 か った こ と も

あ り、 その状況 を客観 的に説 明す るよ う配慮す る。

皿 情報化の進展と社会生活の変化

1.19世 紀のイギ リスにおける大衆新聞の普及

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由19世 紀 は、大量印刷技術 の開発や電信 ・電話機 の発 明 な ど

によ り、情報伝達手段 が急速 に進歩 し、世界 の人 々の生活 や意識 に情報 が大 きな影響 を与 え

た時代 であ る。イギ リスで は、大量 印刷技術 の導入 などによ り、また、産業革 命 によ り生 み

出された多数 の労 働者を中心 とす る大 衆 を対象 と して 、現 代 の新聞 の形 態 の先 駆 とな った

「デイ リー一テ レグラフ」 などの大衆新聞が出現 した。大衆新聞 は、 犯罪 等 の大 衆 の関 心 の

高 い情報 を 日刊で提供 し、 また、人 々は日常 的 にニュー ス情報 を得 られ るよ うにな り、生 活

意識 を著 しく変化 させ た。 そ こで、19世 紀 にお けるイギ リスの大衆新 聞を事例 として、情 報

化 の進展が情報 の重要性 を高 めると ともに、人 々の生活や意 識を変化 させ た ことを理解 させ

ることをね らい として本教材 を取 り上 げた。
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(2)本 時のね らい 本 時 は6時 間構成 の第3時 限に当 たる。第1時 限で は、先史 時代か ら現

代 までの情報伝達手段 の歴史を概観 させ る。第2時 限で は、 ルターの聖書翻訳 と ドイッ語 の

成立 を事例 に、印刷物 の普及が言語生 活 に与 えた影響 を理解 させ る。本時で は、19世 紀 の イ

ギ リスを事例 に、大衆新 聞の普 及が、 日常 的に ニュー ス情報 を得 る今 日の生活習慣 を形成 し

た ことを理解 させ る。第4時 限で は、1920年 代以 降の ラジオの普 及を取 り上 げ、情報 の大 衆

への拡大が ベー ブ ・ルー スの よ うな ヒーローを生 み出 し、一方 で は全体主義成立 の手段 と し

て利 用 され た ことを理解 させ る。第5時 限で は、近年 の湾岸戦争 を事例 に、通信衛 星 な ど通

信技 術の発達 が リアル タイ ムで世 界各 地の ニュー スを視聴 す ることを可能 に した ことを理 解

させ、 また、情報 によ る世 界の一体化 を促進 させた ことを理解 させ る。第6時 限 で は、班 別

に、携 帯電話 やイ ンターネ ッ トな どの新 しい情報伝達手段 にっいて調 べ させ、第5時 限 ま で

の学 習内容 を参考 に しなが ら、今後の社会生活 への影響 にっ いて話 し合わせ る。学 習指導 要

領 で は、「世 界史A」 の 「(4)現代世 界の 日本」の 「オ 科学技術 と現代 文 明」、「世 界 史B」

の 「(7)現 代の課題」の 「イ 科学技 術の発展 と現代 文明」で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

・初期 の新 聞 ○初期の新聞 は日刊 ではな く、事件 のあ った時 のみ

不定期 に発刊 されて いたこ とを知 る。

・資料 「マ ク ル ー

ハ ンの文 章 の一節」

展

開

一

・19世 紀 まで

の新聞

・政治 的な新

聞 と政府 の規

制

・一般紙 の普

及

・科学技術 の

発展 と新聞

・識字率 の上

昇

・大衆新聞 の

成立

○犯罪等を絵入 りで主観的 に語 ったブロー ドサイ ド

とい う読み物 が、庶民 に身近 な話題を提供 していた

こと、 また、16世 紀 にその淵 源が あ る ことを知 る。

○ チ ャーチス ト運動 にお いて新聞が政治的 に利用 さ

れ、政府の規制が激化 した ことなど、新聞 の社会的

影響 の高 ま りにっ いて知 る。

○ 自由主義的改革 の一っ と して新聞の規制が緩和 さ

れ、 日曜新聞 や絵入 り新聞が普及 したことを知 る。

○鉄道 輸送網 の充実や電信の発達 が新聞の速報性を

高 あ、 また、文体の簡略化を進 めた こと、印刷技 術

の改良 が安価で大量 の印刷を可能 と した ことな ど科

学技 術の発展が新聞の普及の要因 ともな った ことを

理 解す る。

○公教育 の発展が識字 率の上昇を もた らし、新聞が

普 及す る一っの社会的背景になったことを理解す る。

○新 聞印紙税廃止等 により、庶民 の関心を ひ く犯罪

報道 な どを扱 った廉価な新聞が、 日刊紙 と して大量

に発行 され、新 聞の大 衆化が進んだ ことを理解す る。

・資料 「ブ ロー ド

サ イ ドの 一 節 」

・年 表 「19世 紀 の

イ ギ リス政 治 史 」

・年 表 「イ ギ リス

の新 聞 発 達 史 」

・年 表 「19世 紀 科

学 技 術 史 」

・グ ラ フ 「近 代 の

識 字 率 の変 化 」

・資 料 「当 時 の 新

聞 の写 し」
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ま
・新聞 と社会 ○新 聞の 日刊化 と大衆化 が急速 に進 む中で、ニ ュー ・新 聞が 日常化す

と 生活 ス情報 を 日常 的に得 る生活習慣 が成立 した ことを理 る前後の様子を比

め
解 す る。 較 し、意 見 を聞 く。

(4)評 価の観点 ①大量 印刷技術 の開発 な どの科学技術 の発達 が、新聞 の 日常 化 ・大衆 化 な

どを進 めた こと、また、新 聞か ら日常 的にニ ュー ス情報 を得 るとい う現在 の生活習慣 を形 成

した ことを理解 で きたか。②新 聞な どの資料 に関心 を もち、意 欲的に内容 を読み取 る ことが

で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ①新聞 の日常化 ・大衆 化につ いて は、19世 紀 の イギ リスの人 々の社 会

生活 に与 えた影 響 にっ いて も触れ るよ う配慮す る。②19世 紀 の イギ リスの新聞記事 にっ いて

は、当時の人 々の社会生活 が実感的 に把握で きるよ う、内容 構成を工夫す る。

2.経 済 情報 か らみた世界恐慌

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 現代社会 における情報化 の進展 は、多種多様 な情報 を収 集

し、選 択 し、処理 し、有効 に活用す ることを一層重要 にさせて いる。1920年 代 の アメ リカは

未曾有 の好景気 を享受 した。 この好景気 は、海外資本 の流入 もあいま って、ア メ リカ社 会全

体 に土 地 や株式へ の投 資 ブー ムを呼 び起 こし、「土地 や株式 は儲 か る」 とい う社 会 的風 潮 の

なか、機関投資家 か ら庶民 に いた るまで人々は投 資行動 を続 けた。 しか し、 この好景気 は、

人 々の予想 を裏切 り、1929年10月28日 、株価 の大暴落 によ って突然崩壊 した。 この株価 大暴

落 は、 当時 において も、経済 に関す る客観 的な情報 の収集 や分析 を行 なえば、十分 に予 測可

能だ った と考 え られ る。 そこで、1920年 代の アメ リカ社 会にお ける恐慌の予兆 を経済情 報 の

分析 とい う観点 か ら多角的 に理解 させ ることを通 して、情報 の もっ価値を認識 させ ると と も

に、情報化社 会に主体 的 に対応で きる人間の育成 をね らいと して本教材を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は2時 間構 成 の第1時 限 に当 たる。第2時 限 では、 ニ ューデ ィー ル

政策 にっいて扱 う。本時 では1920年 代 のアメ リカの経済情報 を生徒 自身 が評価 ・判 断 し、 当

時 の人 々の投 資行動 につ いて考察 させ、 また、 日本 のいわ ゆるバ ブル経済 の崩壊 との類 似性

にっいて考え させ る。学習指導要領で は、「世界史A」 の 「(4)現代世 界 の 日本 」 の 「イ ア

メ リカ合衆国 とソビエ ト連邦」、「世界史B」 の 「(6)20世 紀 の世 界」の 「ウ アメ リカ合衆 国

と自由主 義諸国」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 内 容 備 考

導

入

・戦 時の復習

な ど

01920年 代 のアメ リカの繁栄 にっ いて、新 しい産業

の成長、新 しい生活様式 と大衆文化の普及 などに着

目して概観す る。

・年 表

・VTR「 映 像 の

20世 紀 」

・株式投資 ブ

ー ム

○各産業 の動 向や企業 の業績 など、株式投資 にはど

のよ うな情報 が必要 か グループで討議す る。

・資料 「株価 の動

向」 「農 業 の好 況
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・世界恐慌前 01920年 代 の ア メ リカ経 済 の 資料 を も とに 、第 一 次 と不況」 「住宅建

の ア メ リカ経 世界大戦 後の アメ リカ経済 の動 向を把握 し、株式投 設 と人 口の変 化 」

済の実態 資 に適切 な状態 であ ったか どうかを考察 し、 グル ー 「工 業 生 産 と 自動

展 プで討議 す る。 車生 産」 な ど

・日本 との 類 ○国際収支 や景気動 向な ど、 日本 の1980年 代後半 の

似点 バ ブル経済 との類似点 を討議す る。

○ 日本 との類似点 の具体 的内容 とその根 拠 、 ま た、

投資行動 が適切 だ ったかど うか など討議 の結果 を発

開
表 す る 。 ・資 料 「1920年 代

・株価大 暴落 ○ ブームに踊 らされるなど、当時 の人 々の行動 の背 のア メ リカの新聞 ・

と世界恐 慌の 景を新聞 ・雑誌 の記事 などか ら理解す る。 雑誌の記事 ・広告」

発生 ○株価大暴落の発生から世界恐慌にいたる過程 と世

界恐慌 の影響 につ いて理解す る。

ま ・情報 の価値 ○様 々な経済情報、不安材料 に接 しなが ら、人 々が

と なぜ株式投資 に走 ったか にっ いて考察す る ことを通

め して、情報 の もっ価値 やその重要性 を考 える。

(4)評 価 の観点 ①1920年 代 の株式投 資 ブームの起 きた社 会的背景 とその実態 を理解 で きた

か。 また、1980年 代 の 日本 のバ ブル経済 との類 似点 を理解 で きたか。②正 しく情報 を収 集 し

分析 す ることの意義 を考察 で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①1920年 代 の アメ リカの新 聞 ・雑誌 の記事 ・広告 の説明に当た っては、

人 々が株式 投機 に狂奔 した原 因にっいてまで十分 に考 え させ るよ う配慮 す る。②客観 的 な情

報 の収集 ・分析 をす る ことな くブームに踊 らされた株取 り引 きが問題 であ り、健全 な株 取 り

引 きの必要性 につ いて十分理解 させ るよ う留意す る。

3.ソ 連 ・旧東 欧諸 国の情報産業の停滞

(1)教 材 と して取 り上げた理由1970年 代以降、 ソ連 ・旧東欧諸国では、自由主義経済 の国々

に比べ、情報産業 な どの先端技術産業 の発展が遅れ、 その ことが経済 を大 き く停滞 させ た と

言 われて い る。情報 分野 な どの先端技術の研究開発で は研究開発 にかか わ る様 々 な情報 の入

手 と自由 な競争 が以前 に も増 して重要 となって いるが、社 会主義 にお ける政治 ・経 済体制 は

情報 の 自由化 と自由な競争 を促 さず、その ことが先端技術 産業停滞 の要因 の一 っ になった と

も言 われ る。 ペ レス トロイカによ る自由 ・競争原理 に基 づ く市場経済の導入 は、先端技 術 産

業 の発展 を 目指す側面 も大 きか ったが、 この ことは、結果 的 にソ連 の消滅に結 びっき、また、

東欧革命 が起 こる遠因 にな った とも言 われ る。そ こで、 ソ連型社 会主義 経済体制 と自由主 義

経済体制 にお ける情報産業 の発展 の差異 にっ いて理解 させ ることを通 して、情報産業 な どの

先端技術産業 の発展 と政治経済体制 との関係 にっいて考察 させ ることをね らいと して本 教 材

を取 り上 げた。
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(2)本 時 の ね ら い 本 時 は8時 間 構 成 の第8時 限 に当 た る。 第1時 限 は 「レー ニ ン と ロ シ ァ

革 命 」、 第2時 限 は 「工 業 の発 展 と戦 前 ・戦 中 ・戦 後 の粛 清 」、第3時 限 は 「社 会 主 義 圏 の 拡

大 」、 第4時 限 は 「ス ター リン後 の社 会 主 義 諸 国 」、第5～7時 限 は、粗鋼 生 産高 、 コ ン ピュ ー

タ生 産 額 、一 人 当 た り のGNPに つ いて 、班 毎 にパ ソ コ ンで グ ラ フ作 成 を 行 う。 本 時 で は 、

作 成 した グ ラフを もと に ソ連 ・旧 東 欧 諸 国 の情 報 産 業 の停 滞 に つ いて考 察 させ る。 学 習 指 導

要 領 で は、 「世 界 史B」 の 「(6)20世 紀 の世 界 」 の 「イ ソ ビエ ト連 邦 と社 会 主 義 諸 国 」 で 扱

う。

㈲ 展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・情報産業 の 0情 報産業 の発展 した国 々の経済体制 の特色 にっ い ・表 「世 界 の 国 々

導 発展 と経済体 て各班 で話 し合 い、発表す る。 の コ ン ピ ュ ー タ 生

制 産額」

・ ソ 連 ・ 旧 東 01991年 の ソ連 消 滅 、1989～1990年 の東 欧 革 命 の記 ・新 聞 「ソ連 邦

欧諸国の成立 事 を読 み、各社会主義国 の成立 と消滅 の年を 白地図 69年 で消滅 」等

入 と消滅 に記 入 す る。 ・白地 図 「ソ連 ・

旧東欧諸国」

・社会主義諸 ・各 班 毎 に 、各 自 がパ ソ コ ンで作 成 した グ ラフ1～

国 と自由主義 3の 特 色 に つ い て 、次 の①～ ③ に着 目 して話 し合 い、

諸国の情報産 その結果 を班長 が発表す る。

業の発展 にっ ① 第 二 次 世 界 大 戦 開 始 の1939年 は米 ・独 ・英 ・仏 ・ グ ラ フ1「 一 人

いて の順 に高 く、 日本 は ソ連 ・旧東 欧諸 国 よ り低 い。 当た りの国民所得

・一 人 当 た り 重化学工業化 の結果、1970年 は各 国 と も高 い 。 と一 人 当 た りのG

の国民所得 と 1988年 は ソ連 ・旧東欧諸国 は停滞 し日本 が米 を NPの 推 移(193

GNP 抜 き一 位 。 9～1991年)」

・粗鋼生産高 ②西側諸 国は産業 がハ イテク化 し、重厚長大 か ら ・グ ラ フ2「粗 鋼 生

軽 薄短 小 ヘ シ フ トし、1970年 代 以 降 減 少 又 は停 産 高 の推 移(187

展
滞 。 ソ連 ・東独 は重厚長大 を追求 し上昇 。 5～1990年)」

・ コ ン ピ ュ ー ③米 は高 く、 日本 は急上昇 。西欧諸国 、NIES ・ グ ラ フ3「 コ ン

ター生産額 は上 昇 。 ソ連 ・旧東 欧 諸 国 は停 滞 。 ピュ ー タ ー生 産 額

○ コ ンピ ュー ター生 産額 と一 人 当 た りの国 民 所 得 ・ の 推 移(1977～

GNPの 関係 に っ い て考 察 す る 。 1991年)」

・ ゴ ル バ チ ョ ○粗 鋼生産 は高 いが経済発展 は停滞 してお り、情報 ・資料 「ソ連共産

フの演説 産業 の発展 が必要 であ るとい うゴルバ チ ョフの演説 党中央委員会会議

(1985年) につ いて 考 察 す る。 で の ゴ ルバ チ ョフ

○高 品質製 品の生産 に は 「競争」 と企業活動 の 「自 の報告 」

由」が必要であ ることを理解す る。

・ ペ レ ス ト ロ ○ 「自由」 と 「競争 」の導入 が市場経済化 にっなが
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イ カ と ソ連 消 り ソ連 が 消 滅 した こ と、 ま た、 ソ連 の 改 革 が 東 欧 革1

滅 ・東欧革命 命 に影響 したことを理解す る。

・自由主義経 ○ 米 で1939年 に発 明 され た コ ン ピュ ー タ ー は第 二 次 ・パ ソ コ ン に よ る

済 圏 で の コ ン 世界 大戦中 と冷戦 期 に軍事部門などで発展 したこと、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ

ピ ュ ー タ ー の ま た 、 日本 で は1970年 代 以 降 、 自由競 争 の 中 で 民 生 ンで理 解 させ る。

開 発展 部 門 でICが 発達 し、 コ ン ピュ ー タ ー生 産額 が 急 上 ・資 料 「コ ン ピ ュ

昇 し 、 コ ン ピ ュ ー タ ー ・ ネ ッ ト ワ ー ク が 発 達 し た こ 一 タ ー とICの 発

とを 理 解 す る。 展」

・SDIと 冷 ○ 米 が1983年 に発 表 したSDI(ハ イ テ ク を 導 入) ・資 料 「SDI」

戦終結 の歴 史的意義 を考 察す る。

ま

と

あ

・情報産業発

展の差異

○ ソ連型社会主義経済体制 と自由主義経済体制 にお

け る情報産業の発展 の差異 にっ いて考察す る。

・ ワ ー ク シ ー ト配

布

(4)評 価 の観 点 ①作成 した グラフの特色 を分析 ・考察 す ることがで きたか。② ソ連 ・旧東

欧諸 国の情 報産業 の停滞 と経済 の低迷 との関係 にっいて理解 で きたか。③ 自由主義諸 国 の情

報産業 の発展の背景 を理解 で きたか。

(5)指 導上 の留意点 社会主義諸 国の情報産業 の停滞 にっ いて は、冷戦 時のCOCOMの 規

制 や政府 による情報 の規制 などの背景 にっ いて も触 れるよ う配慮す る。

4.気 象情報 と社 会生活

(1>教 材 と して取 り上 げた理 由 現代 における科学技術 の発達 は、気象観 測技術 の進歩 、観

測網 の充実 、気象観測 デー タの処理能力 の向上 を もた らし、地球規模 でのよ り適確 で詳 しい

気象情報 の提供 を可能 に した。気象情報 は、花粉飛散 や洗濯指数 な どにっ いての生活情 報 と

して 、台風 や津 波な どにつ いて の災害情報 として、電力需要 や流通 な どにっ いて の産業 情報

と して、また、地 球規模 での環境保全 にっ いて の情報 として な ど、現代社 会の様 々な分 野 に

お いて活 用 され るよ うにな って きてい る。一方 、社会生活 におけ る気象情報 に対 す るニ ー ズ

の多様化 は、気象情報 に関わ る新 しい情報産業 の分野 を成立 させ た。そ こで、現代 の社 会生

活 において気象情 報 の もつ価値や果 たす役割 にっ いて理解 させ ることを通 して、情報化 の進

展 が社会生活 に及 ぼ して いる影響 にっ いて考察 させ る ことを ねらいとして本教材を取 り上げた。

(2)本 時のね らい 本時 は3時 間構成 の第3時 限 に当 たる。第1時 限 では、気象情 報 の歴 史

を通 して、古 くか ら人 々の生活や産業 と深 いかかわ りを もって きた ことな ど、情 報 と して の

重 要性 を再認識 させ る。第2時 限 では、科学技術 の発達 による気象情報 の変化の様子 を、気

象 衛星 によ る画像 、 アメダス、地域情報 などを使 って理解 させ る。また、エ ルニーニ ョ、 オ

ゾ ンホール、地球 の温暖化 など地球規模 の環境問題 を気象情報 か ら考察 させ る。本時 で は、

予 測技術 の進歩 や気象情報 に対す るニーズの多様化 によ って 、気象情報 の提供が新 しい情報

産 業 と して成立 し、 よ り詳 しい情報が人 々の生活 ・経済活動 などに幅広 く活用 されて い る こ

とを理解 させ る。また、地理情 報 と しての観点か ら気象情報 の意味 を考 え させ る。学習 要領

で は、「地理B」 の 「㈲ 生活 と産業」の 「イ 産業 の国際化 、情報化 と地域 分化」 で扱 う。
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㈲ 展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導
・身近 な気象 ○前 日の天気予報 と今 日の天気 とを比較 し、気象情 ・VTR「 気 象 情

情報 と しての 報 の適 中率を知 り、また、生活 に とって身近 な情報 報 」 ・新 聞 「天

入 天気予報 で あ る こ とを 実 感 す る。 気 情報」 な ど

・ 「気象予報 ○情報化社会 の進展が、気象情報 に対 す るニーズを ・資 料 「今 日の 気

士 」の誕生 多様化 し、平成6年 か ら 「気象予 報士 」制度 が は じ 象業務」

ま り、 話 題 に な っ た こ とを知 る。

・ ビ ジ ネ ス と ○気象情報 に対す るニーズの多様 化が、情報 の付加 ・資料 「民 間気 象

しての気 象情 価値を高 め、 ビジネスと して情報 が提供 されて いる 事業 者 一 覧」 「気
展

報 ことを 理 解 す る。 ま た、 資 料 に基 づ き、① ～④ な ど 象年鑑」「気 象情

に着 目 して、具体的 な情報内容 を まとある。 報活用術 」

①家電 、衣料、食品 などの生産 ・販売計画

②野球場、 ゴルフ場 などの局地 的 な天気予報

③公共工事、地域開発 の気象 ・環境影響調査

④ 農 業 、 漁 業 、 運 輸 、 レ ジ ャー向 け気 象 情報

・多様なメディ ○ 気 象 情 報 は、TV、 新 聞 、 電 話 、 フ ァク シ ミ リや ・資料 「民間気象

アによる気象 イ ン ター ネ ッ トな ど、 多 様 な メ デ ィア に よ り提 供 さ 情報サー ビス案内」

情報の提供 れ て い る こ と、 ま た 、使 用 目的 に応 じて メ デ ィア の

開
選択 が可能 であ ることを知 る。

・気象情報 で ○気象情報が、社会生活や経済活動 と具体的に結び ・資料 「経済活動

変わる社会生 っ い て い る こ とを 、POSシ ス テ ム を利 用 した ウ ェ と気 象」 「電 力 と

活 ・産 業 ・地 ザ ー マ ー チ ャ ン ダイ ジ ン グ(経 営 支 援 気 象)情 報 や 気象 」

域 電力需要計画 などに着 目 して理解す る。 また、資料

に基づ き簡単 な予測を立 てる。

ま

と

め

・気象情報 の

役割

○気象情報 と周辺技術 の発展 が人 々の生活 や産業活

動 に大 きな役割 を果 た していることを理解 し、また、

地域 の特 色や使 用 目的に応 じた気象情報 の活用 の重

要性 を考 察す る。

(4}評 価 の観点 ①気象情報 が商品化 され、新 しい情報産業 の分野 を成立 させ た ことを理 解

で きたか。②気象情報が 、社会生活 や経済活動 に大 きな役割を果 た して い ることを具体 的 に

把握 で きたか。

(5)指 導 上の留意点 ①気象情報 の具体的 な様子が理解で きるよ う、VTR、 写 真、図 表 の

視聴 や読 み取 りなどには十分時間 を取 るよ うに配慮す る。②気象情報 は多種多様 にわ た るた

あ、適切 な教材 を精選す るよ うに配慮す る。
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